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対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数

2014年1月31日
科目コード 3104

教員名：眞喜志隆・下嶋賢
作成

技術職員名：

科目名 機械材料
英文表記 Engineering Materials

授業形態 授業期間

科目目標
達成度と
JABEE目
標との対
応

科目目標

金属材料を中心とした機械材料の基本的な性質を理解し、機械材料に必要な諸特性を説明でき、必
要に応じて材料に適した熱処理などを行うための基礎知識を習得させる。
材料の性質と試験方法について理解させる。
材料加工の基礎技術について学習し、加工方法選択の基礎知識を習得させる。各種工作法と工作機
械の基礎的なことがらを学習し、材料と目的に対して最適な工作法を選択できる能力を養う。

総合評価
前期・後期評価：定期試験（前期中間と期末・後期中間と期末）の平均の80％＋前後期各1回のレポー
ト20％
学年末評価は前期評価と後期評価の平均で行い，60％以上を合格とする．

正しく説明できるか定期試験及びレ
ポートで評価する

30%

科目達成度目標（対応するJABEE教育目標） 達成度目標の評価方法 目標割合

機械材料の諸特性と利用法を説明でき
る

正しく説明できるか定期試験及びレ
ポートで評価する

40%

機械システム工学科 必 履修 3単位

総合評価 セルフチェック

講義 通年

目標とする機械部品に適した材料を選択
する方法を説明できる

正しく説明できるか定期試験及びレ
ポートで評価する

30%

材料に適した加工や熱処理を説明できる

目標との関連 定期試験 小テスト レポート
その他（演習課題・
発表・実技・成果物

等）

本科・専攻科
教育目標

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

基礎的理解 ①②③ 40 10

評価項目

10

50

80 0 10020 0

0

応用力（実践・専門・融合） ②③ 20 30

20

授業概
要、方針、
履修上の
注意

(1)金属材料の性質を考える上で基礎となる状態図の基本概念・金属の強度を決定する
(2)転位論の基礎について解説し、実用炭素鋼・非鉄金属材料の諸性質を学習する。
(3)樹脂材料・セラミック材料の基礎的な性質と機械工学分野での応用を学習する。
(4)機械の設計、製作に必要な材料の選択、取り扱い能力の基礎を養う。
(5)材料加工の基礎について、材料加工システムⅢの講義と連携して学習を行う。

教科書・
教材

・日本機械学会編　JSMEテキストシリーズ　機械材料学
・講義用パワーポイント資料

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）

主体的・継続的学修意欲 ①②③ 20
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③

金属の結晶構造 代表的な結晶構造の種類と性質を学習する

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容

拡散現象 固体内での拡散について学習する
二成分系の状態図２ 共晶型の合金とその状態図について学習する

自学自習
（予習・復
習）内容

転位と変形の概論 転位の相互作用と機械的性質の変化を学習する

固溶体の種類と性質 合金の基礎になる固溶体の性質を学習する
二成分系の状態図１ 全率固溶体の合金とその状態図について学習する

材料加工の概論 主に金属加工の概論を学習する
除去加工・切削加工 切削加工法と切削工具の周対と特徴を学習する

金属の強化機構 転位をもとにした金属の強化法に考え方を学習する
前期中間試験と解説

鋳造概論 鋳造方法の種類と特徴を学習する
溶接概論 溶接法の種類と特徴を学習する

除去加工・研削加工 研削加工法と砥石の特徴を学習する
塑性加工・鍛造概論 鍛造方法の種類と特徴を学習する

特殊加工概論
期末試験

炭素鋼の熱処理 炭素鋼の熱処理方法について学習する
炭素鋼の基礎 鉄鋼材料の製造法の概論と成分・組織について学習する

鋳鉄の性質と用途 鋳鉄の種類と性質について学習する

炭素鋼の種類と用途 実用炭素鋼の種類と性質について学習する

材料試験 材料試験と得られた値の意味について学習する

合金元素の影響 合金を造る目的と合金元素の効果を学習する
ステンレス鋼の種類と性質 ステンレス鋼について、種類と性質について学習する

アルミニウム合金の用地 アルミニウム合金の熱処理と用途について学習する
銅合金の種類と用途 銅合金の種類と特徴について学習する

後期中間試験（行事予定で週変更可）

アルミニウム合金の種類 アルミニウム合金の種類と特徴について学習する

セラミックス材料の特徴 セラミックス材料の一般的な性質について学習する
樹脂材料の特徴 機械材料としての樹脂材料の性質と用途を学習する

期末試験
学習時間合計 実時間 67.5

新しい機械材料 複合材料などの新しい機械材料について学習する
複合材料概論 複合材料の機能予測の原理について学習する

課題発表（テーマに沿った課題について調べ、発表資料を作り発表する、前後期１回） 各4時間×2回
自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間（試行）

備考欄

（共通記述）
・　この科目はJABEE対応科目である。　その他必要事項は各コースで決める。
（各科目個別記述）


